
2008年10月 25日発行 ぽ ぽ  だ よ り  
【 誰もが「生きていてよかった」といえる街づくり 】 

2010年５月 25日発行 

《今月の中面記事》 

○みんなで たのしく がんばったよ♪ 

（日中一時支援 集団プログラム 

  ：おべんとうづくり・遠足） 

ひろばで、お抹茶とお菓子を 

楽しんでいただきました 

発行    特定非営利活動法人 NPO ぽぽハウス 
No.96 

       先日、NPO ぽぽハウスの通常総会が無事終わりました。事務局の方、準備本当におつ

かれさまでした。ご出席の皆さん、荒れ気味の天候の中、おつかれさまでした。感想も多数寄せてく

ださり、ありがとうございました。総会の様子は、次号でお知らせする予定です。今年の総会は、法

人 10 回目という節目の会でしたが、実は、この「ぽぽだより」も、今年度、100 号を迎えます。なに

か、ちょっとした特集でもできるといいな、と思う今日この頃です。     （P） 
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滋賀県協働事業 

「Baby & Child 応急手当のノウハウお届け講座」 開催します! 
 

 今年度、滋賀県協働提案制度に基づく協働事業として提案していた、「Baby&Child 応急手当の

お届け講座」を行うことになりました。 

 この事業は、幼い子ども達を持つ保護者のみなさんに、子どもの急な病気やけがに対する知識

や応急処置を知ってもらい、少しでも不安を解消して「いざっ！」というときに落ち着いて対処して

もらえれば、という目的で事業提案したものです。最近、よく「コンビニ受診」という言葉もきかれま

すが、夜間や休日の安易な救急受診を控えていただき、本当に必要なケアを知ってもらう、という

目的もあります。 

  この事業には、地域に住む、休職中の看護師さんや保健師さんにも『応急手当普及隊（仮称）』

の一員として参画していただけないか、という想いもあります。子育てや家族の介護等で医療現場

を離れてしまったみなさんに、「専門家」として、活躍していただける場になれば、とも思っていま

す。 

この事業に関心のある、看護師・保健師の資格をおもちのみなさん、 

幼いこどもたちと、その家族の方に、経験を生かして接してみませんか? 

詳しい問い合わせは、本部事務局（TEL:27-9777 FAX:21-0665）まで。 
 

 

久しぶりのスタッフ紹介コーナーです。 

今月は、「はばたき」スタッフの藤澤さんです。 

ちょうど、子ども達の「パパ」世代のスタッフです。 

 
 

みなさんはじめまして。昨年１２月から児童デイで活動させて頂いております藤澤です。 

営業からの転職で体験はもとより、聞こえてくる言葉さえもが初めてで、戸惑いと不安の繰り返し

で、多くの皆さんに支えていただきながら日々勉強の毎日です。好きな言葉の中に～今、この瞬間

が一番若いとき～って言葉がありますが、明日の自分より一日若い今日のうちにチャレンジ出来る事

には挑んでいきたいって考えています。そんなものですから趣味は浅く広く、つり、プランター菜園、水

泳、サイクリング、自然大好きで美味しいもの・お酒も大好き、でもダイエット中です。 

このような私ですが、多くの皆様方との出会いを大切に、明るく楽しく今まで同様にいろんなことに

挑戦していきたいと考えております。どうぞよろしくお願い致します。 

 

 

 

ぽぽハウス 

スタッフルーム 

通信 

スタッフも 

 募集しています! 
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 五月晴れのさわやかな晴天の下、子ども

達・県立大学「未来看護塾」のボランティア・

スタッフの総勢 32名が、決められたポイント

を目的に歩いてシールを 4 つ集めてゴールを

目指すという‘ウォークラリー’に挑戦しま

した。 

全員が同じ目的に向かって、まとまって活

動に参加する姿が見られました。すぐにアス

レチックであそびたかったお友達もいたので

すが…‘あそぶのはウォークラリーが終わっ

てからね。’と伝えると、頑張って先にウォー

クラリーに参加する姿も見られました。 

仲間の中のひとりとしての自覚や、自信に

つながる活動だったと思います。ゴールで

待っていたスタッフに、はんこを押してもら

い‘やったー！’おやつをもらい、満足そう

な表情。 

ボランティアさんとも交流し、共感し合う

体験を通して、人とかかわることの楽しさを

味わう、貴重な体験ができたと思います。 

（井口） 

日中一時支援（集団プログラム） 

『おべんとうをつくって 

        遠足に行こう!』 
 

みんなでロールパンにはさむキャベツとコーンを炒めています。 

「もうそろそろやけたよね？！」 「お皿にうつして…っと」 

ロールパンに卵をはさ

んでいます。 

みんなの分、つくらな

くっちゃ！ 

「あといくつ？」 

「うーん…」 

「ちょっと多すぎて、 

大変だよねぇ…」 

 

～～おおべべんんととううづづくくりり～～  

木陰で、みんなで 

「いただきま～す！」 

「みんなで食べると、おいしいね」 

「うん！」

ボランティアさん

と一緒に、 

「はい。ポーズ！」 

やっとポイントに到着！ 

（ボランティアさんが待っていてく

れました） 

シールを貼ってもらい、さあ、次の

ポイント目指してＧＯ! 

～～
ウウ
ォォ
ーー
クク
ララ
リリ
ーー  

ｉｉ
ｎｎ  

荒荒
神神
山山
～～  

 

 

 

 


